
【鼻腔内腫瘍】

●プロフィール（犬）
・発生：全腫瘍中約1％、呼吸器系腫瘍全体の約60～80％を占める。
・年齢：中央値10歳（2～16歳）。
・好発犬種：都会在住犬、喫煙家庭犬に多い。長頭種。
　・性別：性差なしあるいは性差あるの報告（雄：雌＝1.3：1～3：1、雄に多い）
　・病理組織型：悪性が多く2/3は上皮由来。
　　　　　　　　上皮系では腺癌、未分化癌、扁平上皮癌、移行上皮癌、神経内分泌腫瘍、鼻腔神経芽細胞腫。
　　　　　　生存期間は、腺癌＞扁平上皮癌・未分化癌。
　　　　　　間葉系では軟骨肉腫と骨肉腫が多くを占め、他に線維肉腫。

　・挙動：局所浸潤性は強いがどの腫瘍も遠隔転移性は低い。局所を制御することで生存期間の延長が望める。
　・転移性：（初診時転移率）低い、0～12.5％　　（剖検時転移率）50％以上。　　
　　　　　（上皮系）リンパ節転移率16％、肺転移率12％　　（非上皮系）肺転移率8％

●プロフィール（猫）
　・病理組織型：リンパ腫と癌腫（腺癌と未分化癌）。
　　　　　　　　リンパ腫以外では、上皮系として腺癌、非上皮系として軟骨肉腫や嗅神経芽細胞腫が多い。
　・挙動：犬と同様、局所浸潤性が強く、遠隔転移性は低い。

・TNM 分類（病期の進行度）
　　（T）原発腫瘍　　　　　　　　　 T0　腫瘍は認められない
       　　　　　　　　　　　　　 　　 T1　片側に限局し、骨破壊が殆どあるいは全くない腫瘍
　　　 　　　　　　　　　　　　 　　 T2　両側に存在するか、あるいは中等度の骨破壊がある腫瘍
　　　　　　　　　　　　　　　  　　 T3　隣接臓器に浸潤した腫瘍

　　（N）所属リンパ節転移の有無　　 N0　所属リンパ節転移なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　   N1   患側リンパ節が可動性に腫大　a　リンパ節に腫瘍なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 b　リンパ節に腫瘍あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　   N2　対側あるいは両側リンパ節が可動性に腫大　a　リンパ節に腫瘍なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　b　リンパ節に腫瘍あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　N3　固着リンパ節
　　（M）遠隔転移の有無　　　　　　M0　遠隔転移なし
       　　　　　　　　　　　　　  　　M1　遠隔転移あり

　
　・治療法：放射線療法が最も効果的。
　　　　　　他、症状軽減を目的とする対症的外科切除、リンパ腫では化学療法も効果的。

　　　　　　　　　
　

呼吸器腫瘍



【臨床症例】

＊犬の鼻腔腺癌
　
   ・症例：ミニチュアダックスフンド、15歳1ヶ月齡、去勢雄。

　・主訴：左側鼻梁の腫脹。

　・症状：一般状態良好。

　・検査：左鼻骨溶解を認め、切開生検を実施。

　・病理組織診断：腺癌。

　・確定診断：左鼻腔腺癌　T2 N0 M0。

　・治療：低用量シクロフォスファミドとフィブロコキシブによるメトロノミック化学療法を実施。

　・経過：2016年1月現在、診断後1年7ヶ月経過するが病変はSD（stable disease）で良好に保たれている。
　　　



【臨床症例】

＊猫の鼻腔扁平上皮癌
　
   ・症例：日本猫、12歳齡、雌。

　・主訴：右側鼻梁の腫脹。

　・症状：鼻汁、食欲低下。

　・検査：局所レントゲン検査にて右鼻腔内の
　　　　　不透過性亢進と鼻中隔の変位を認め、
　　　　　切開生検を実施。

　・病理組織診断：扁平上皮癌。

　・確定診断：右鼻腔扁平上皮癌　T2 N0 M0。

　・治療：積極的治療は希望せず、胃瘻チューブ設置による栄養療法のみ実施。

　・経過：診断後1ヶ月に死亡。
　　　



【肺腫瘍】

●プロフィール
　・発生：（犬）全腫瘍中約1％。（猫）全腫瘍中0.5％以下。

　・年齢：（犬）平均10歳（2～10歳）。

　・好発犬種：都会在住犬、喫煙家庭犬に多い。短頭種。

　・病理組織型：
　　　（犬）１）腺癌　２）扁平上皮癌　３）未分化癌　４）その他  （良性腫瘍、原発性肉腫はまれ）。
　（猫）１）扁平上皮癌（高率に遠隔転移を認める）。

・ 転移性：犬猫ともに肺内転移および胸腔リンパ節転移が多く、次いで骨および肝臓などの腹腔内転移。
　　　　　 リンパ節転移12％。未分化型腺癌50％以上、扁平上皮癌90％以上。
　　　　　 　猫の特徴的転移部位として、悪性上皮系腫瘍の指への転移が知られている（肺指症候群）。

・TNM 分類（病期の進行度）
　　（T）原発腫瘍　　　　　　　　　 T0　腫瘍は認められない
       　　　　　　　　　　　　　 　　 T1　肺や肺胸膜に囲まれた孤立性腫瘍
　　　 　　　　　　　　　　　　 　　 T2　大きさに関係なく、多発性腫瘍
　　　　　　　　　　　　　　　  　　 T3　隣接臓器に浸潤した腫瘍

　　（N）所属リンパ節転移の有無　　 N0　所属リンパ節転移なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　   N1   気管支リンパ節に浸潤が認められる
　　　　　　　　　　　　　　　　　   N2　遠隔リンパ節に浸潤が認められる

　　（M）遠隔転移の有無　　　　　　M０　遠隔転移なし
       　　　　　　　　　　　　　  　　M１　遠隔転移あり

　・治療法：外科手術による肺葉切除術が最も重要な治療法であり診断法でもある。
　　　　　　腫瘍の組織型や進行度によって予後が変わってくる。
　　　　　　　　　
　

呼吸器腫瘍



【臨床症例】

＊犬の肺腺癌
　
   ・症例：ペキニーズ、13歳齡、去勢雄。

　・主訴：発咳。

　・検査：CT検査含めた各種臨床検査において右肺前葉腫瘤を確認。
　　　　　遠隔転移所見なし。

　・臨床診断：肺腫瘍。

　　　　　　　　　　右肺前葉腫瘤　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　切除した腫瘤

　・治療：右肋間開胸による右肺前葉切除術。

　・確定診断：右肺前葉腺癌（グレード2）　T1 N0 M0　マージンきわどいがクリアー　脈管内浸潤なし。

　・経過：補助的化学療法を提示するも希望せず。
　　　　　術後1年4ヶ月に癌性胸膜炎により死亡。



【臨床症例】

＊猫の肺腫瘍
　
   ・症例：日本猫、12歳齡、雄。

　・主訴：数日前からの食欲不振、活動性低下。

　・症状：食欲不振、体重減少、呼吸数増加。

　・検査：各種臨床検査において左肺後葉に腫瘤を確認。
　　　　　PTH-rp の上昇を伴う高カルシウム血症を確認。

　・臨床診断：肺腫瘍
　　　　　　　高カルシウム血症（腫瘍随伴症候群）

　・経過：積極的な治療は希望せず対症療法のみ実施。
　　　　　1週間後に死亡。


